2017年10月21日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第2章1～10節
・引用：第4章29,30,31,33,34節、第3章27,28,1,2,3節、第2章54,55,56,58節

　おはようございます。南インドに巡礼に行って戻ってきました。

今回行ったのはタミルナドゥ州ですが、そこには神聖な場所が多くあり、その首都チェンナイにはラーマクリシュナミッションの大きな支部と寺院があります。
またチェンナイから少し離れたカンチープラムの歴史的な町マハーバリプラムや、ヴァラダーラージャ寺院、カマクシ女神寺院にも訪れました。
そこから戻って、ラマナマハリシのアシュラムがあるアルナーチャラの、かつてマハリシが籠っていたことのある神聖な洞窟にも入って瞑想し、オームを唱えました。
シュリ・オーロビンドの名前は知っていますか？

彼のアシュラムのあるポンディチェリーも訪れ、そこからラーマ神と深い関わりのある町ラメシュワルにも行き、そこの世界一長い廊下を持つシヴァ寺院にも参拝しました。
そこからマドゥライに行きミナークシ寺院を訪れた後、インド最南端の町カニャクマリに行きました。ここはインド洋、ベンガル湾、アラビア海の3つが集まっています。
そこの海岸から離れた海上にスワミ・ヴィヴェーカーナンダが3日間瞑想した岩壁があり、スワミジを讃えた記念碑と寺院もあります。
そしてケララ州に行き大小の湖を繋ぐ水路を見てからチェンナイに戻り、さらにコルカタに向かい、そこから我々ラーマクリシュナ僧院本部のあるベルルマトに到着しました。
そこで女神ドゥルガーを4日間礼拝するドゥルガープージャの儀式に参列し、信者の方たちはそこから戻りましたが、私はベナレスに行き一泊した後ニューデリーに行き、そこから日本に戻りました。これが今回のインド訪問の報告です。
　さて『バガヴァッド・ギーター』のギャーナ・ヤッギャーの中のスワッデャ―ヤとの関連で、オームについて説明してきました。
前回は第4章28節を説明しましたが、次は29節を見てください。
またほかには、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　プラーナ),吸気)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　アパーナ),呼気)に、またEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　アパーナ),呼気)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　プラーナ),吸気)に、供物として捧げる人もおり、さらには、呼吸を全く止め、己の生気を制御したりする人もいる。//4-29

この節はプラーナーヤーマに関連したヤッギャーを説明しています。
以前『ヨーガ・スートラ』についての解説で、でヤマ、ニヤマ、アーサナに続いてプラーナーヤーマについて説明した時にもかなり詳しく話しましたが、もう一度おさらいしておきます。
より詳しく知りたい方は、協会のホームページの本講話のテキストの中から、過去にプラーナーヤーマについて話した部分を参照して下さい。

プラーナとアヤーマとを合わせてプラーナーヤーマという言葉が出来ています。

Pranayama  =  Prana +Ayama
アヤーマは「制御」と言う意味です。

プラーナのほうは普通「風、空気」のことだと考えられていますが、本来の意味は「生命エネルギー」です。
プラーナがあるので我々は肺で呼吸できます。これがインド哲学の考え方です。

胎児は胎内では母親の呼吸に依存しています。

赤ちゃんが母体の外に出ると自分で肺呼吸を始めますが、ではその肺がどうして働くのかと言えば、生命エネルギーがそうさせているのです。

以前にも説明したように我々の人格には、粗大な体(肉体)、精妙な体、原因体、そしてアートマンというようにいろいろなレベルがありますが、精妙な体のうちのひとつがプラーナです。

そしてそのプラーナに関係する器官が肺です。

プラーナが存在するのでその結果肺が働き、肺が働くので呼吸が始まるのです。

呼吸が肺を動かすのではなく、生命エネルギーが肺を働かせるのです。

生命エネルギープラーナには5つの部分があります。

・プラーナ(Prana)
・アパーナ(Apana)

・ヴャーナ(Vyana)

・ウダーナ(Udana)

・サマーナ(Samana)

それぞれに特徴がありますが、呼吸に関係するのはプラーナとアパーナです。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

註）引き続き実際の講話では、「プラーナ、アパーナ」と「吸気、呼気」の関係についての説明がありましたが、この部分はスワミが再度検討したうえで次回の講話で説明するということなので、今回のテキストからは割愛します。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

息を吸うことはプーラカ、その息を止めることはクンバカ、息を吐くことはレーチャカと言います。

外の空気を体内に取り入れることをひとつのヤッギャーとみなし、その際に「サ　アハン」というマントラを唱えます。外の空気を体内に入れる行為を捧げものをすることと考えるのです。
反対に息を吐く時には「アハン　サ」と唱えます。

サ　アハン(Sah Aham)    それ(ブラフマン)は私である

アハン　サ(Aham Sah)    私はそれ(ブラフマン)である
どちらも意味は同じです。
プラーナーヤーマは自分とブラフマンがひとつであると考えて行います。
もちろん呼吸中なので声を出して唱えることはできませんが、心の中で「サ　アハン」、「アハン　サ」を唱えます。

我々は生きている間絶えず呼吸をしていますが、それすらも霊的実践と考えるのです。

次は30節を見て下さい。
またほかには、食を制御する人、吸気を吸気に捧げて供養したりする人がいるが、これらは皆、供養の真意を知っている人達であり、罪障の業報を、こうした供養によって消し去っているのだ。//4-30

食事のコントロールもヤッギャーと考えられます。

食事の量を14等分し、新月の第1日目に1/14だけ量を減らした食事を取ります。

次の日にはさらにまた1/14減らした食事(12/14)を取ります。

続いて11/14、10/14へと減らしてゆき、最後の日は断食します。
そして断食の次の日は1/14だけ食べ、その次は2/14と量を徐々に増やしてゆき、最後に全量を食べます。

このようなサイクルを新月から満月へ、あるいは満月から新月へと実行します。

これが食事の制御(ニヤターハーラーハ:niyataharah)です。
お腹の半分は食物、25%は空気、残りの25%を水で満たす、というのも食事制御のひとつのやり方であり、このような食事制限もヤッギャーです。

さて、これまで12種類のヤッギャーについて説明してきました。

振り返ってみましょう。

①第4章24節
②第4章25節前半

③第4章25節後半

④第4章26節

⑤第4章27節前半

⑥第4章27節後半

⑦第4章28節    ドラッヴィヤ・ヤッギャー
⑧第4章28節    タポー・ヤッギャー

⑨第4章28節    ヨーガ・ヤッギャー

⑩第4章28節    スワッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャー

⑪第4章29節

⑫第4章30節

以上が12種類のヤッギャーです。

解説者によっては難解な説明をする人もいて、それを読むと混乱します。

ある人は「プラーナのはたらきをプラーナに供える」と言いますが、プラーナのはたらきとプラーナはどう違うのか、よく分かりません。
また別の人は、「5つのプラーナのうちのひとつをコントロールし、それに他のプラーナを供える」と言うのですが、イメージするのが難しい言葉です。

このように解説者はいろいろな説明をしますが、言葉だけを聞いてもよく分かりません。

もしかすると実践している人は経験的に分かるのかもしれませんが。

重要なのはこの12種類のヤッギャーを何の目的でどのように実践するのかです。

どのヤッギャーでも利己的な動機で世俗的な目的のために行われたのでは、結果は出ません。

もちろんある程度の世俗的な結果(現世利益)などはもたらされるかもしれませんが、霊的な結果は得られません。

『バガヴァッド・ギーター』が教えることは真理であり、世俗的な目的で儀式を行っても、真理は得られません。

すべての日常的な行為をヤッギャーであると考えて行うことが重要です。

ヤッギャーは『バガヴァッド・ギーター』に書かれている12種類に限定されません。
皆さんがサラリーマンでも主婦でも、自分の仕事をヤッギャーであるとイメージして行えば、それはヤッギャーになります。

皆さんの行いがヤッギャーになり得るかどうかの基準は二つです。

ひとつはそれが非利己的な奉仕(お世話)の精神で行われているかどうか。

もうひとつは真理(悟り)を目的としているかどうかです。

この基準に合致するなら、すべての行為がヤッギャーになります。

31節を読んでください。

その人達は供物の残り物の甘露を味わい、永遠の存在たるブラフマのもとに到達する。だが何の供養もせぬ人達は、現世では決して幸福にはなれぬし、あの世ではなおさらのこと。おおクル王朝の中で最も優れた人(アルジュナ)よ！//4-31

ヤッギャーをしない人には、世界もそしてもちろん天国もないと言っています。

その意味はヤッギャーをしなければ生きている間本当の幸せは得られないということであり、利己的な行為は苦しみと悲しみを生み、霊的な目的を待たない行為はヤッギャーではないということです。

皆さんの普通の仕事は世俗的な目的から行われており、ヤッギャーではありません。

『バガヴァッド・ギーター』はヤッギャーをすべきであると教えています。
33節を見てください。

敵を撃滅する者(アルジュナ)よ！　物品の供犠より、智識の供犠の方がはるかに優れている。何故なら、プリター妃の息子(アルジュナ)よ！　すべての活動は、究極的には超越智識に通じているのだから。//4-33
「物品の供犠」(ドラッヴャマヤード・ヤッギャー)と「智識の供犠」(ギャーナ・ヤッギャー)が比較され、後者の方が優れていると説明されていますが、ここでのドラッヴャマヤード・ヤッギャーはカルマ(普通の仕事、働き)のことだと考えてください。
カルマをする人には「私が行っている」という感覚があり、その時の「私」とは「体・心・知性」のことです。そしてそれが普通です。
このような「私」は本当の私ではなく、この「私」が行うヤッギャーはドラッヴャマヤード・ヤッギャーです。

「本当の私」ではなく「体・心・知性」が働いているのですが、それが分かりません。

本当の私は魂であり何の働きもせず、純粋な意識であり、ただ傍観者であり続けます。

このイメージのない人のヤッギャーはカルマ・ヤッギャーであり、ドラッヴャマヤード・ヤッギャーです。第3章27節を見てください。
あらゆる活動は、人間EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　 プラクリティ),生来)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　トリグ),三性)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ナ),質)によってなされるのだが、自分の心が我執によって曇らされている者は、『すべて私が為しているのだ』と思いこんでしまう。//3-27

第3章28節を読んでください。

だが偉大なる勇者(アルジュナ)よ！　人間生来のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　トリ),三)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(グナ),性質)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　カルマ),活動)を良く知る人は、自分の感覚(肉体)が対象を求めているだけであって、真我(霊魂)はそれに関わってはいないと達観する。//3-28

本当に働いているのは「私」でなくプラクリティであり、サットワ、ラジャス、タマスという3つのグナであり、体や心もこのグナから出来ています。
無知で識別できていない人はそれを知らず、「私が働く」と考えますが、本当の私はアートマンであり純粋な意識なので働くことはできません。

無知な人のヤッギャーはカルマ・ヤッギャーでありドラッヴャマヤード・ヤッギャーですが、別の種類のヤッギャーがあり、それがギャーナ・ヤッギャーです。
ヤッギャーをしながらも「私が行っているのではない」、と絶えず自覚しているのがギャーナ・ヤッギャーです。

我々の人生の目的はアートマンの悟り(ギャーナ)ですが、カルマ・ヤッギャーでは直接そこに到達できません。
『バガヴァッド・ギーター』はドラッヴャマヤード・ヤッギャーよりギャーナ・ヤッギャーの方が高いと言っていますが、それは人生の目的が「私は純粋な意識である」という悟りだからです。
カルマ・ヤッギャーやドラッヴャマヤード・ヤッギャーを行う普通の人達には、「行為の主体は私ではない」という自覚はありませんが、だからと言ってカルマ・ヤッギャーやドラッヴャマヤード・ヤッギャーが無駄と言うわけではありません。

体・心・知性を私だと思い込んでいる無知はあったとしても、ヤッギャーをすることでその人のこれまで積み重ねてきた罪が軽減されます。また心が浄められます。
ですからギャーナ・ヤッギャーよりドラッヴャマヤード・ヤッギャーは低いですが、無駄ではありません。

またギャーナ・ヤッギャーのほうがドラッヴャマヤード・ヤッギャーより高いなら、初めからドラッヴャマヤード・ヤッギャーをせずにギャーナ・ヤッギャーをすればよいではないかと考えそうですが、それについては第3章1、2節を見てください。
アルジュナが申します。『ジャナールダナ(クリシュナ)様！　果報を求める行為よりも知性を磨く方がよいというのがあなたのお考えなら、なぜ私に、このような恐ろしい戦いをせよ、とおっしゃるのですか？　おおケーシャヴァ様//3-1
あなた様が矛盾するようなことをおっしゃるので、私の心は今とまどっております。どうぞ私にとって最善の道を一つだけ、はっきりとお示し下さい。』と。//3-2

それに対するシュリ・クリシュナの答えが続く第3章3節にあります。
至高者が答えられます。『無垢なる者(アルジュナ)よ！　私はすでに君にこの世で真理を体得する二つの行法を説いた。即ち、哲学的思考を好む者には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(  ギャーナ・),知識)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヨーガ),行)を活動を好む者にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　カルマ・),奉仕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヨーガ),行)を。//3-3


アルジュナは戦いたくありませんでした。

それに対してクリシュナは、「あなたは戦士のカーストなのだから戦うのはあなたの義務であり、悪人を殺さなければならない」と諭します。
第3章に先立つ第2章でシュリ・クリシュナはアルジュナに対してアートマンについて説いています。

ですからアルジュナはシュリ・クリシュナに対して「ギャーナが優れているのなら何故あなたは私にカルマをせよと言うのですか？」と質問するのです。
シュリ・クリシュナは、「いきなりギャーナの道を実践するのは難しい。なぜなら人の心には欲望や執着があるから。欲望がある間はギャーナの実践はできない。だから良いカルマを重ねて欲望を減らし、心を清めることによりギャーナの準備をしなさい。何が良いカルマ(カルマ)で、何が悪いカルマ(アカルマ)であるのかは聖典から学びなさい」と答えます。
ドラッヴャマヤード・ヤッギャーはギャーナ・ヤッギャーより低くても、準備段階として必要なのです。

欲望や執着があるということが、すぐにはギャーナの実践ができないということのしるしです。

体意識と魂意識は相反します。体意識がある間は魂意識が現れません。

体意識の強い我々は欲望や執着にとらわれていますが、良いカルマを積み重ねることで体意識は徐々に少なくなっていきます。我々も純粋になっていくことでギャーナ・ヤッギャーの実践ができるようになります。

次に第4章34節を見てください。
真理を体得した賢者をうやうやしく礼拝し、真心をもって仕え、真理を学ぶがいい。そうした聖師のみが、弟子に無上の智識を授けることができるのだから。//4-34
真理をどうしたら理解できるかについての説明がされています。

誰から真理を学べばいいのでしょうか？　ここには

ギャーニナス　タットヴァ・ダルシナハ　(jnaninas tattva-darshinah)

という表現が出てきます。

ギャーニという言葉には、聖典を学んだ人、悟った人、ギャーナ・ヨーガの実践者、などいろいろな意味があり、文脈に応じて解釈しなければいけません。

この34節でのギャーニは、「聖典をたくさん学んだ人」という意味です。

『ウパニシャッド』、『バガヴァッド・ギーター』などの聖典を学び、魂とは何か、絶対の真理は何か、ブラフマンとは何か、魂の特徴は何か、魂の性格は何か、サマーディとは何か、サマーディに至るまでにどんな障害があるか、サマーディの結果は何か、を知的に理解している人がここで言うギャーニです。
このギャーニは話をする時、『バガヴァッド・ギーター』、『マハーバーラタ』、『ウパニシャッド』、釈迦の言葉、聖書などから数多く引用することができます。

このギャーニの真理についての理解は、まだ彼の頭の中のレベルにとどまっています。

聖典をたくさん学んだ人は賢い人であると見られていますが、本当はそうではありません。
しかしギャーニという言葉に続くタットヴァ・ダルシナハは「悟った人」という意味なので、
「ギャーニナス　タットヴァ・ダルシナハ」は「聖典を深く学びかつ悟っている人」という意味になります。(翻訳：「真理を体得した賢者」)

ただ単に聖典を勉強した「賢者」(ギャーニ)であるだけでなく、それに加えて「悟っている人」(タットヴァ・ダルシナハ)が、あなたに真理を教えることができます。
真理を頭だけで理解している人と、さらに真理を経験(体得＝悟り)している人とでは何が違うでしょうか？
参加者：悟った人は経験している。
スワミ:「経験」というのは言葉です。外からわかるしるしはなんですか？

参加者：悟った人は純粋で欲望がない。

スワミ: 純粋かどうか第三者には分かりません。

自分で「私は悟っている」と言う人もいれば、熱狂的な信者が「我々の師は何回もニルヴィカルパ・サマーディを経験している」ということもあります。

どのようにしたらその人が本当に悟っているかを我々が判別できるでしょうか。

この点に関連して、『バガヴァッド・ギーター』第2章で「悟った人のしるし」について説明されています。アルジュナも同様の疑問を持っていました。

シュリ・クリシュナはアートマンの特徴について、「燃やすことができない、殺すことができない、永遠であり、無限である」などいろいろな表現をしましたが、アルジュナは「ではそのアートマンを悟った人のしるしはなんですか？」と質問しました。

第2章54節を見てください。
アルジュナが問います。『おお、ケーシャヴァ(クリシュナ)様！　真の知識を獲得し三昧の境地に入った人は、どんな特徴をもち、いったいどのような言葉を語り、どのように座り、どのように歩くのでしょうか？』と。//2-54

ここでの　スティタ・プラギニャッサ(sthita-prajnasya:翻訳：「真の知識を獲得」)とさきほどの　ギャーニ　タットヴァ・ダルシナハ　は同じ意味です。
シュリ・クリシュナは次の55節でこの質問に答えます。
至高者が答えられます。『プリター妃の息子(アルジュナ)よ！　人が心の中の欲望をことごとく捨て去り、自己の本性(真我)にのみ満足した時、その人は真の知識を獲得した超越意識の人と呼ばれる。//2-55

自分の喜びのために他の何ものも必要としない人 が(翻訳：「自己の本性(真我)にのみ満足」)、タットヴァ・ダルシナハ　です。喜びの源がその人の中にあるから。

これは第三者から見ても分かるしるしです。

「あれが欲しい、これが欲しい、あの人が好き、この人は嫌い」などと言う人は、タットヴァ・ダルシナハ　ではありません。

「私は悟った」という人の言葉が本当かどうか、その人を観察する時のチェックリストとしてこの第2章に書かれている基準を使うことができます。
人の言葉を鵜呑みにせずに、観察することが重要です。
苦難に遭っても心乱さず、快楽を追うこともなく、執着と恐れと怒りを己の心から完全に捨て去った人こそ、真の知識を獲得した聖者と呼ばれるのだ。//2-56

心配、ストレス、苦しみ、悲しみにとらわれている人も、悟った人ではあり得ません。

「執着、恐怖、怒り」の3つがないことも、悟った人のしるしです。

病気になって悩んだり死の恐怖にとらわれたりする人も、決して悟った人ではありません。

なぜならその人にはまだ、「体意識」があるからです。

体意識がなく、「自分は純粋な意識である」と安定して考えられる人には、恐怖は起こりようがありません。恐怖の源は「体意識」です。

タットヴァ・ダルシナハは絶えず「魂意識」に安住しているので、彼には恐怖はありません。

ある人が大きな病気に罹って恐怖にとらわれているかどうかは、他人が見ても分かるはずです。

たとえばシュリ・ラーマクリシュナは癌でしたが、たまにその痛みで泣くことはあっても、すぐに病気のことは忘れて、神の方向に100%意識を向けてサマーディに入りました。

あれほど重篤な病気に罹っていながら、シュリ・ラーマクリシュナの会話の中に病気の話題はほとんど出てきませんでした。医師が診察に来た時には話すことはありましたが。

シュリ・ラーマクリシュナの直弟子のシヴァーナンダジは大変血圧が高いという持病を持っていました。心配した他の僧侶が医師に往診を依頼しました。
やって来た医師に状態を聞かれたシヴァーナンダジは、「私は大変元気です」と答えましたが、医師が体の状態について聞いているのだと気づき、「体はとても悪いです」と言い直しました。
シヴァーナンダジは魂と体とを分けて考えていて、肉体の状態は良くなくても魂はその影響を受けていなかったのです。これがタットヴァ・ダルシナハです。
普通の人は時々元気があったりなかったりしますが、悟った人はそのようなことがなく安定しています。
また悟った人も怒りを表現することがあるように見えますが、それは口だけのことであり、腹の中に怒りを溜めてはいません。

ときには自分の信者や弟子を矯正するために強く怒ったように見えても、それは見せかけの「怒りのショウ」であり、そうしないと弟子の欠点が直らないからです。

普通の人が怒る場合はその人と怒りがひとつになっています。

タットヴァ・ダルシナハが怒りを表す時は必ず、「私と怒り」を分けています。
亀が全身を甲羅の中に引っ込めて身を守るように、眼・耳・鼻・舌・身のあらゆる対象から自分の感覚を完全に遮断できる人こそ、完全智識に安住する人と言えるのだ。//2-58

亀は危険が迫ると頭と四肢を甲羅の中に引っ込めます。

眼が美しい景色を見ようとし、耳が心地良い音を聴こうとするように、人間の感覚は感覚の対象に向かおうという性質を持っているのですが、悟った人は亀のように感覚の対象から感覚を遮断することができます。
これまで　ギャーニナス　タットヴァ・ダルシナハ　について説明してきました。

聖典を学んでいるのはもちろんのこと、その上さらに悟っている人のことです。

では悟った人(タットヴァ・ダルシナハ)になるためには、聖典を勉強(ギャーニ)しなければならないでしょうか？　シュリ・ラーマクリシュナはそうではないと言います。
『ラーマクリシュナの福音』中にもこの問題が出てきますが、ある人の「真理を悟るためには聖典の学習は不可欠である」という見解をシュリ・ラーマクリシュナは否定します。
「何ひとつ聖典を学ばなくても悟ることはできる」というのがラーマクリシュナの考えです。

シュリ・ラーマクリシュナ本人、および直弟子のアドブターナンダジがその実例です。
またイエスも学者ではなく大工の息子であり、大学などで学ぶことは出来なかったはずです。
釈迦は多くの聖典を学んだようですが、聖典を学ばずに悟った例は他にもあります。

聖典の中には真理が書かれていますが、それを学んだだけでは十分ではありません。

悟りのために重要なのは何が実在で何が非実在なのかをまず理解して、絶えず実在のことを集中して考えることであり、それだけで悟りが可能です。

悟りのために『バガヴァッド・ギーター』を学ぶことが重要なのではなく、シュリ・ラーマクリシュナは「ギーター、ギーター、、、、と繰り返し発音するとそれは最後にはターギー、ターギー、、、と聞こえるようになる」と言っています。

「ターギー」は放棄という意味であり、一時的で有限なものを放棄して、永遠で無限なもの、つまり真理について考えることで悟った人(タットヴァ・ダルシナハ)になれるのです。

もちろん聖典の勉強は悟りへの歩みを助けますが、悟りのために絶対必要というわけではありません。

一般の人にとってはギャーナ・ヨーガの実践のために聖典の勉強をしたほうがいい、というのが『バガヴァッド・ギーター』の考え方ですが、悟りのために聖典の勉強をしなければいけないということではありません。
またもちろん聖典の勉強さえしていれば悟れる、ということもありません。

さて真理を学ぶなら、ただの聖典を勉強した人(ギャーニ)からではなく、悟った人から学ぶべきだというのはなぜでしょうか。

ただの学者(ギャーニ)と、たとえあまり聖典を勉強していなくても悟った人とでは、その言葉の影響力がまるで違います。
シュリ・ラーマクリシュナの信者のであるマニ・マリックは年老いてから一人息子を亡くし、悲しみに暮れて火葬場から直接ドッキネッショルのラーマクリシュナのところにやってきました。最初ラーマクリシュナはマリックに同情して慰めましたが、しばらくして「すべてのものや人は一時的なのだから、あなたは永遠である神のことを考えなさい」と言って歌を歌いました。その歌を聞いたマリックの心はとても落ち着き、「この苦しみを鎮められるのはあなたしかいないと思ってここに来たのです」と礼を言い、平安な状態で帰路につきました。
もし全く同じ言葉が学者の口から発せられても、同じ結果にはならないはずです。

学者が『バガヴァッド・ギーター』や他の聖典から引用して、「すべては一時的である」と内容的にはシュリ・ラーマクリシュナと同じことを言ったとしても、マニ・マリックの心を平安にすることは出来たでしょうか？　想像してみてください、全く違った結果になったはずです。
悟りを経験しているシュリ・ラーマクリシュナの口から出た言葉だからこそ、マリックの苦しみを取り除くことが出来たのです。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダのシカゴ宗教会議での挨拶について考えてみましょう。

講演に先立って、「わが兄弟よ！」(
Sistes and Brothers !)と呼びかけましたが、この言葉だけで聴衆は5分間立ち上がって拍手を送り続けました。

講演の初めに聴衆にこのような挨拶をすることは一般的な慣例であり、またその言葉も定型的なものでしたが、同じ言葉でもスワミジの口から発せられると聴衆の心への響き方が全く違うのです。この聴衆の熱狂をみたスワミジの後の講演者も、同じ言葉を使って挨拶しましたが、期待した反応はありませんでした。

スワミジは悟った人だったので、皆兄弟であり聴衆一人ひとりの中に神がいることを本当に知っていたからこそ、言葉の重みが違ったのです。
非二元論を頭でなく実際に経験していたのです。

『バガヴァッド・ギーター』第4章34節は、真理を学ぶなら悟った師から学びなさい、と教えていますが、そのとき重要なのは師に対する尊敬です。(翻訳：「うやうやしく礼拝し」)

尊敬の表現としては、合掌(プラナム：pranam)や五体投地があります。
体を伏せて額、顔、胸、腹、脚を長い時間床につけ、敬意を表します。
日本でも強い尊敬を表す時は比較的長いお辞儀をすると思います。

さらに師に対するお世話(セーヴァヤ：sevaya)も大切です。(翻訳：「真心をもって仕え」)
グル(悟った人)のために仕事をしたり、言いつけに従ったりする目的はグルを喜ばせることです。喜んだグルは弟子に真理の知識を与えてくれます。
尊敬と奉仕、この二つが師から学ぶ際に弟子にとっての大事な心構えです。
「一番弟子はグルが何も言わなくても望んでいるものを理解して行動する。次の弟子はグルに言われたことをする。最低の弟子はグルに言われてもしない」という言葉があります。
さて尊敬と奉仕を前提としたうえで、弟子は師に対して質問すべきです。

この34節にはパリプラシュネーナ(pariprasnena)という言葉が出てきます。

プラシュネーナは世俗的な問題に関する普通の意味での質問ですが、パリプラシュネーナは人生にとって深い意味を持つ事柄についての質問のことです。

無知とは何か、束縛とは何か、どのように解脱できるのか、アートマンとは、ブラフマンとは、アートマンとブラフマンはどう違うのか、などの質問です。

「尊敬の心を持ち、師に奉仕して、質問する」、これに対して師が答え、弟子は真理を知ることができます。
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